
19:00～21:00

北海道ホテル
2階／ポロシリの間

19：05～19：35

19：40～20：40

● 座　長 ／
● 演　題 ／

● 発表者 ／

常食摂取が可能となったWallenberg 症候群の1例
～ バルーン法と神経筋電気刺激療法を併用して ～
小池 菜月

日野 美貴 十勝リハビリテーションセンター
リハビリテーション部 言語聴覚科 副科長

十勝リハビリテーションセンター
言語聴覚士

● 演　題 ／

● 発表者 ／

嚥下リハビリテーションにおける多職種連携と
実践的アプローチ ： 言語聴覚士の視点から
永見 慎輔先生 北海道医療大学リハビリテーション科学部

言語聴覚療法学科 准教授

2007年 ： 広島市立病院機構 広島市立安佐市民病院、広島市立広島市民病院
2014年 ： 京都大学医学部附属病院 先端医療機器開発臨床研究センター 特定研究員
　　　同 ： 京都大学大学院臨床神経学講座 特定研究員
2017年 ： 川崎医療福祉大学医療技術学部 感覚矯正学科 助教
2020年 ： 川崎医療福祉大学リハビリテーション学部 言語聴覚療法学科 講師
2021年 ： 兵庫医科大学大学院医学研究科生理学講座 生体応答制御系分野 修了
2024年 ： 北海道医療大学リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科 准教授 （現職）

〒080-8511 北海道帯広市西7条南19丁目1番地

11/15 金

永見 慎輔（ながみ しんすけ）先生 略歴

主  催

十勝
嚥下セミナー

Tokachi
Swallowing
Seminar

先着
50名

〈お申し込み・お問い合わせ〉
十勝リハビリテーションセンター 平日9：00～17：00 土曜9：00～12：00

☎0155-47-5700（言語聴覚科  日野）

応募フォームは
こちらから


